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全日本スーパーフォーミュラ選手権 2025 第３戦／第４戦　モビリティリゾートもてぎ 

４月 18 日（金）〜 20 日（日）

PRACTICEPRACTICE フリー走行 ４月 18 日（金）　天候：曇り／路面：ドライ

　３月に三重県の鈴鹿サーキットで開幕し
た 2025 年の全日本スーパーフォーミュラ
選手権は、約１ヶ月強のインターバルを経
て第 2 戦を迎えた。舞台は栃木県のモビ
リティリゾートもてぎ。例年は夏の開催で
酷暑のなかでのレースとなっていたが、今
シーズンは春の開催に移動した。
　鈴鹿での開幕大会では、第 2 戦で早く
も公式予選 Q2 進出、さらにポイント獲得
とチームとしても上り調子にある docomo 
business ROOKIE と大嶋和也。この第 2 大
会も好結果を残し、さらなるステップに繋
げたいところ。今回も１大会２レース制で、
チャンスは多いはずだ。
　docomo business ROOKIE は第 1 大会の
鈴鹿で２レースに渡って得られたデータと
フィーリングをしっかりと解析し、４月 18
日（金）に１時間２セッション行われたフ
リー走行に臨んだ。

　午前 11 時から行われたフリー走行１回
目は、薄曇りのもと気温 24 度／路面温
度 30 度と春の陽気で迎えた。大嶋はアウ
トラップ後、３〜４周ほどのショートラ
ンを繰り返しながらセットアップを確認。
チェッカー間際にアタックシミュレーショ
ンを行い、１分 33 秒 598 というタイムを
記録。まずは 16 番手で１回目の走行を終
えた。
　全国的に気温が上昇していくなか、続く
午後２時からのフリー走行２回目は、気温
27 度／路面温度 41 度まで上昇。風がある
ものの、この時季らしからぬ暑さのなかで
行われた。大嶋はこの２回目もショートラ
ンを繰り返し、６回のピットインを行いな
がらセットアップを調整。同様に最後のア
タックシミュレーションで１分 33 秒 225
を記録。14 番手という位置で初日を終える
ことになった。

「良かれと思ってやってきたセットアップ
があまり良くなくて、元に戻したもののバ
ランスが少し悪かったです」と大嶋は走行
初日を振り返った。
　ただ、２セッションとも順位は中団。「バ
ランスが合わない割にはそこそこタイムが
出ているので、それが合えば戦えると思っ
ています」とセットアップを煮詰めれば上
位に進出できる手ごたえを語った。

チームは４月 19 日（土）の予選に向け、
セットアップを調整していった。



Round.03 QUALIFYRound.03 QUALIFY

Round.03 RACERound.03 RACE

第３戦　公式予選

第３戦　決勝レース

４月 19 日（土）　天候：晴れ／路面：ドライ

４月 19 日（土）　天候：晴れ／路面：ドライ

　２回のフリー走行から一夜明け、迎えた
４月 19 日（土）は午前９時 20 分から、第
3 戦の公式予選がスタートした。今回大嶋
は Q1 のＡ組から出走することになったが、
今回Ａ組は強敵ぞろい。そんな中で Q2 進
出を果たすことができれば、今後に向けて
も大きな手ごたえを得ることができる。
　そんな公式予選は晴天のもと、気温 23
度／路面温度 30 度と春を通り越したよ
うな暖かさのなか始まったが、大嶋は一
度ユーズドタイヤでコースインした後、
ニュータイヤを履きピットアウト。アタッ
クラップに入った。

　公式予選終了後、併催レースを経て、迎
えた午後２時 50 分からの第 3 戦決勝レー
ス。午前から続き晴天に恵まれ、気温は季
節はずれの 30 度まで上昇。路面温度も 41
度と、４月とは思えないコンディションの
もとスタートが切られた。
　16 番手からスタートを切った大嶋は、１
コーナーで発生した接触をうまく避けポジ
ションを上げ、11 番手でオープニングラッ
プを終える。アクシデントでストップした
２台を回収するためにレースはセーフティ
カーランとなったが、大嶋はリスタート
となった４周目、前を走る #37 サッシャ・
フェネストラズをオーバーテイク。ウォー
ムアップからフィーリングは良く、好ペー
スを感じていた大嶋は、そのまま９番手を
走る #4 ザック・オサリバンを追っていく。
ただ、ペースは良いものの前を次々と抜い
ていくほどの圧倒的なパフォーマンスはな
い状況。集団の中にいてはせっかくのペー
スを活かせない。チームはピットウインド
ウがオープンした 10 周終了時に大嶋をピッ

　大嶋はここで１分 32 秒 300 というタイ
ムを記録したものの、僅差の８番手という
結果に。今回は Q2 進出はならなかった。

「金曜の状況からはかなり改善したものの、
想像以上にコンディションが良くて、グ
リップのレベルがぜんぜん違いましたね。
コンディションに対して旋回性が足りませ
んでした」と大嶋。まわりの伸び幅に対し
て合わせ切れない状況となった。
　ただ「悪くないフィーリング」があるこ
とは間違いない状況だった。大嶋は午後の
決勝は 16 番手から追い上げを目指すこと
になった。

トインさせ、タイヤ
交換を行った。

チームはいつもど
おりの抜群の作業で
タイヤ交換を終えた
ものの、一瞬リヤの
ジ ャ ッ キ が 上 が っ
たままの状態になっ
て し ま う。 さ ら に
ジャッキを下ろした
間に、前方のピット

に #50 小出峻が滑り込んでいた。第 1 戦も
同様にのケースで２台は交錯し大嶋にペナ
ルティが課されている。同じ轍は踏むまい
とチームはしっかりと大嶋を制止したが、
このわずかなロスで大嶋はポイントを得ら
れるかどうかという位置でレース後半を
戦っていった。
　ただこの日は終始ペースが悪くなかっ
た。レース後半、大嶋は前を走る 10 番手
の #16 野尻智紀を追撃していく。二度の
チャンピオンである #16 野尻に対し、大
嶋は何度もオーバーテイクを仕掛けるモー
ションを繰り出していくものの、ライバル
の直線も速く、なかなか追い抜きには至ら
ない。ジリジリとした攻防のなか、後方か
らは #7 野中誠太も接近。ポイントをかけ
た緊迫した戦いが続いた。
　そんななか、28 周目には４番手につけて
いた #15 岩佐歩夢がトラブルによりストッ

プしたことから、大嶋はひとつポジション
を上げ 10 番手に。待望の入賞圏内に入り、
そのまま 33 周を走破。10 位で１ポイント
を得ることになった。
　第 2 戦に続く連続得点は大嶋と docomo 
business ROOKIE にとって非常にポジティ
ブなものとなったが、「レース中ずっと誰
かに引っかかってしまったのでもったいな
かったです。またピットタイミングなど課
題があるレースになりましたね」と大嶋は
暑さのなかでのレースにやや疲れた表情を
浮かべつつ、嬉しさ半分、悔しさ半分とい
う表情をみせた。
　ペースに苦しむ車両に引っかからないた
めには、やはり公式予選で前のグリッドを
得るしかない。１ポイントをたしかな収穫
としつつ、docomo business ROOKIE はさ
らなる上位獲得に向け、翌日に控えた第 4
戦に向けて準備を進めた。
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第４戦　公式予選

第４戦　決勝レース

４月 20 日（日）　天候：曇り／路面：ドライ

４月 20 日（日）　天候：曇り／路面：ドライ

　第３戦から一夜明けた４月 20 日（日）
のモビリティリゾートもてぎは曇り空。午
前９時 10 分から行われた第４戦の公式予
選は、気温 20 度／路面温度 24 度というコ
ンディションのもと始まった。
　予選 Q1 はＢ組から出走した大嶋は、「走
れば走るだけ反省点を活かして良い方向に
進んでいました」と好感触を得てアタック
を決めると、１分 32 秒 583 というタイム
を記録。見事６番手につけ、今シーズン
２回目となる Q2 進出を果たしてみせた。
チームの雰囲気を大きく上げる結果を残す
と、続く Q2 でも集団のなかでしっかりと

　迎えた第 4 戦の決勝レースは、気温 26
度／路面温度 34 度というコンディション
のもと、午後２時 55 分にスタートした。
大嶋はわずかにポジションを落とし 14 番
手につけるが、その後方では１コーナーで
アクシデントが発生。レースは１周目に
セーフティカーが導入される。
　2025 年から導入されたレギュレーショ
ンにより、この第 4 戦はピットウインド
ウが存在しない。セーフティカーラン時
にピットインできれば、取り分が大きい。
docomo business ROOKIE は事前に１周目
のセーフティカー導入時にはピットインす
ることを決めており、石浦宏明監督はピッ
トクルーに指示。事前の打ち合わせどおり
に大嶋を呼び戻し、ピット作業を行った。
　他チームでは２台同時ピットを行うな
どロスタイムも発生したが、こういう時
には１台体制の優位がある。大嶋は１周目
にピットインした陣営のなかでポジション
アップに成功。13 番手につけ、６周目のリ
スタートを迎えた。

場所取りを行いアタックを展開。１分 32
秒 612 を記録した。このタイムは奇しくも
SUPER GT のチームメイトである #8  福住
仁嶺と同タイムとなったが、タイムを出し
た順番で大嶋の順位は 11 番手となった。
　決勝でもポイントを狙える順位にチーム
の雰囲気も盛り上がったが、大嶋からは予
選後「このセットアップだと、少し限界も
見えてきていますね」とさらなるパフォー
マンスアップを見据える言葉も。
　第３戦でのポイント獲得、そして第４戦
での Q2 進出と上り調子のなか、チームは
決勝での好結果に向け準備を進めた。

　この週末、走るた
び に パ フ ォ ー マ ン
ス を 上 げ て き た 大
嶋は、リスタート後
のペースも悪いもの
ではなく、９周目に
#64 佐藤蓮を先行す
ると 12 番手に。さ
らにトラブル車両が
発生すると 17 周目
には 11 番手につけ

る。ただ１周目のセーフティカーラン時、
ステイアウトした陣営が前方におり、空気
の流れが悪い。大嶋は集団のなか順位の変
動なくレース終盤を迎えることになった。

ステイアウト組は 21 周あたりからピッ
トに向かいはじめ、大嶋の順位はひとつず
つ上がっていく。そのうち、この週末図
抜けた速さをみせた #5 牧野任祐こそ一度
先行した後、オーバーテイクを許すことに
なったが、レース終盤大嶋は６番手につけ、
４番手の #37 サッシャ・フェネストラズ、
５番手の #38 阪口晴南を追うレースを続け
ていった。
　ただモビリティリゾートもてぎはオー
バーテイクが難しく、最後まで順位の変動
はなくフィニッシュを迎えた。大嶋はその
まま６位でフィニッシュ。第 3 戦に続く
今季３回目の入賞、そして 2023 年第 5 戦
SUGO の４位に次ぐ上位入賞となった。

　大嶋にとっては圧倒的なペースがあった
わけでもなく、入賞は展開に恵まれたから
……という印象ではあるものの、とはいえ
６位に食い込めるのは予選で Q2 に進出し、
上位陣と戦うペースがあればこそ。確実な
ベースアップを印象づけた。

レース後、６位という結果に対しモリゾ
ウは「苦しいときからやってきたことが、
少しずつ実を結んでいます。

 Q1 を突破しても、以前はお祭り騒ぎ、今年
はそう喜んでいない。だんだんと通常になってき

ています」と声をかけた。
「我々が悩みながらやってきたことが結果

として見え、光が見えていると思います。
とにかく続けてください。そして、これか
らです」

モリゾウが言うとおり、ここから先は
表 彰 台 を 目 指 す 戦 い。docomo business 
ROOKIE はさらなる高みを狙う。



VOICEVOICE
Kazuya OSHIMA  Kazuya OSHIMA  DRIVERDRIVER

Hiroaki ISHIURA  Hiroaki ISHIURA  DIRECTORDIRECTOR

ドライバー／監督コメント

大嶋 和也

石浦 宏明

「第 3 戦ではペースがかなり良さそうだったのですが、レース中ずっと誰かに引っかかって
いるような状況でもったいないレースになってしまいました。抜くまでのパフォーマンス
はありませんでしたが、なんとかポイントも獲れましたしね。課題がある中での得点がで
きて良かったです。第 4 戦についても展開に恵まれ、６位に入ることができたのは良かっ
たです。グリップ感があまりなくて、前に仕掛けられるほどのパフォーマンスはなく、前
のクルマのペース次第のレースになりましたね。とはいえ５ポイントを得ることができ、
良い位置でレースができました。昨年に比べても成長を感じていますし、今後も可能性が
あると思います。オートポリスは好きなコースですし、チャンスはあると思っています」

「今週はかなり攻めたセッティングで持ち込んだのですが、フリー走行では少し調子が悪
かったので、そこからはチーム全員で『セッションごとに良くしよう』を合い言葉にして、
そのとおりに全セッションでフィーリングも順位も上げていくことができました。こうい
うレースができれば次に繋がると思います。開幕大会の第 1 戦では自分の反省点もありペ
ナルティがありましたが、それさえなければ今季は全レースで入賞できる戦いができてい
ます。昨年よりもかなりレベルが高いチームになってきていると感じています。次戦のオー
トポリスも、チーム全体が “狙えるサーキット” だと思っていますが、気負わずいつもど
おりやれればと思いますし、この先さらにレベルアップして表彰台を狙いたいと思います」

PHOTO GALLERYPHOTO GALLERY フォトギャラリー



RESULTRESULT リザルト一覧

SUPER FORMULA FP 1 2025 / 4 / 18   :     

結結果果表表 Weather :Cloudy
Track :Dry

1 38 Sena Sakaguchi SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.339 16 / 16
2 6 Kakunoshin Ohta DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.628 0.289 0.289 19 / 19
3 16 Tomoki Nojiri AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.655 0.316 0.027 19 / 23
4 3 Kenta Yamashita REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.775 0.436 0.120 15 / 15
5 64 Ren Sato PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.782 0.443 0.007 21 / 21
6 65 Igor Omura Fraga PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.812 0.473 0.030 21 / 21
7 5 Tadasuke Makino DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.896 0.557 0.084 16 / 16
8 50 Syun Koide San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.929 0.590 0.033 20 / 20
9 15 Ayumu Iwasa AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.933 0.594 0.004 21 / 21

10 8 Nirei Fukuzumi Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.215 0.876 0.282 13 / 19
11 7 Seita Nonaka Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.309 0.970 0.094 20 / 20
12 1 Sho Tsuboi VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.488 1.149 0.179 4 / 14
13 28 Kazuto Kotaka KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.515 1.176 0.027 18 / 18
14 12 Atsushi Miyake ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'33.529 1.190 0.014 15 / 15
15 29 Hibiki Taira KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.592 1.253 0.063 18 / 19
16 14 Kazuya Oshima docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.598 1.259 0.006 17 / 17
17 39 Toshiki Oyu SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.671 1.332 0.073 16 / 16
18 37 Sacha Fenestraz VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.941 1.602 0.270 20 / 20
19 20 Mitsunori Takaboshi ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.029 1.690 0.088 18 / 18
20 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'34.658 2.319 0.629 20 / 20
21 19 Rikuto Kobayashi ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.771 2.432 0.113 7 / 20
22 4 Zak O'Sullivan REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.967 2.628 0.196 15 / 24

Entry :22    Start :22

Gap LapPos No Name Car Engine Best Time

2025年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第3戦・第4戦

Road Course(4,801m)

SUPER FORMULA FP 2 2025 / 4 / 18   :     

結結果果表表 Weather :Cloudy
Track :Dry

1 3 Kenta Yamashita REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.439 23 / 23
2 5 Tadasuke Makino DOCOMO DANDELION M5S SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.565 0.126 0.126 18 / 18
3 64 Ren Sato PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.638 0.199 0.073 20 / 20
4 1 Sho Tsuboi VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.696 0.257 0.058 12 / 16
5 6 Kakunoshin Ohta DOCOMO DANDELION M6Y SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.706 0.267 0.010 28 / 28
6 16 Tomoki Nojiri AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.806 0.367 0.100 24 / 24
7 38 Sena Sakaguchi SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.840 0.401 0.034 18 / 18
8 8 Nirei Fukuzumi Kids com KCMG Elyse SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'32.940 0.501 0.100 19 / 19
9 15 Ayumu Iwasa AUTOBACS MUGEN SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'32.983 0.544 0.043 22 / 22

10 4 Zak O'Sullivan REALIZE Corporation KONDO SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.033 0.594 0.050 21 / 21
11 65 Igor Omura Fraga PONOS NAKAJIMA RACING SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'33.052 0.613 0.019 19 / 19
12 39 Toshiki Oyu SANKI VERTEX CERUMOINGING SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.068 0.629 0.016 18 / 18
13 50 Syun Koide San-Ei Gen with B-Max SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'33.082 0.643 0.014 19 / 19
14 14 Kazuya Oshima docomo business ROOKIE SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.225 0.786 0.143 19 / 19
15 37 Sacha Fenestraz VANTELIN TOM'S SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.407 0.968 0.182 20 / 20
16 28 Kazuto Kotaka KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.438 0.999 0.031 20 / 20
17 7 Seita Nonaka Kids com KCMG Cayman SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'33.639 1.200 0.201 26 / 26
18 20 Mitsunori Takaboshi ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.071 1.632 0.432 20 / 20
19 19 Rikuto Kobayashi ITOCHU ENEX WECARS TEAM IMPUL SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.433 1.994 0.362 7 / 18
20 12 Atsushi Miyake ThreeBond SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'34.506 2.067 0.073 18 / 18
21 29 Hibiki Taira KDDI TGMGP TGR-DC SF23 TOYOTA/TRD TRD01F 1'34.869 2.430 0.363 3 / 18
22 10 Juju HAZAMA ANDO Triple Tree SF23 HONDA/M-TEC HR-417E 1'36.590 4.151 1.721 12 / 18

Entry :22    Start :22

Gap LapPos No Name Car Engine Best Time

2025年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第3戦・第4戦

Road Course(4,801m)

2025 年全日本スーパーフォーミュラ選手権ランキング　大嶋和也：13 位（7 ポイント）　docomo business ROOKIE：8 位（7 ポイント）



Our activities are supported by all sponsorsOur activities are supported by all sponsors
ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています




